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　　　The　 purpose　 of　the　 present　 study　 was　 to　clarify　 the　 differences　 in　 alveolar　 morphol-

ogy　 of　the　 deviated　 and　 undeviated　 sides　 jaws　 in　 patients　 with　 mandibular　 asymmetry

prognathism.　 The　 subjects　 were　 14　 patients　 diagnosed　 with　 asymmetric　 mandibular

prognathism　 and　 treated　 at　 our　 department.　 For　 the　 control,11　 patients　 diagnosed　 with

skeletal　 mandibular　 prognathism　 without　 asymmetry.　 A　 noncontact　 three-dimensional

measuring　 device(VIVID910)was　 used　 for　 imaging　 of　 dental　 casts　 of　 the　 upper　 and

lower　 jaws.　 The　 angle　 between　 the　 tangential　 line　 from　 the　 upper　 and　 lower　 canines　 to

the　 innermost　 point　 of　the　 buccal　 cervical　 region　 of　the　 first　 molar,　 then　 on　 to　 the　 alveo-

lus　 and　 the　 reference　 plane　 was　 measured　 on　 both　 the　 deviated　 and　 undeviated　 sides　 as

the　 angle　 of　 alveolar　 inclination.　 Our　 findings　 suggest　 that　 mandibular　 asymmetry　 af-

fects　 the　 morphology　 of　the　 upper　 and　 lower　 alveoli.
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が顕著 に表れている。 そのため術前矯正治療 に

よってdecompensationす ることは,術 後の咬合

の安定 を図 る上で極めて重要である。これまで,

dental　compensationの 評価は頭部エ ックス線規

格写真,口 腔模型を用いて二次元的に分析 された

ものはあるが1,2,5),臼歯の歯軸 を精度良 く定量的

に三次元で評価 した報告は少ない4)。この ことか

ら,本 研究では,非 接触型三次元計測装置を用い

ることで非対称性下顎前突症患者の偏位側,非 偏

位側における上下顎歯槽形態の違いを明らかにす

　上下顎骨の前後的な不調和を認める骨格性下顎

前突症ではdental　compensationが 認められる1～4)。

これらは上顎前歯の唇側傾斜,下 顎前歯の舌側傾

斜を,臼 歯部では上顎臼歯の頬側傾斜,下 顎臼歯

の舌側傾斜とい う形で骨格形態の補償をしている。

さらに,非 対称性の骨格性下顎前突症においては

偏位側および非偏位側 の臼歯部で異 なるdental

compensationが 認め られており1，2，4),歯性の補償



　 3.頭 部X線 規格写真による計測

　両群 とも初回検査時の頭部X線 規格写真 を用

いた。分析するにあたり,以 下の計測点および基

準線,計 測項 目を設定 した1,6～9)(図1)。

　Lo(Latero-orbitale):左 右 の眼 窩 外 側 縁 と

oblique　line(側 頭窩の近心壁で蝶形骨大翼に相

当する)と の交点

　Me(Menton):オ トガイの外形の最下点

　Cd(Condylion):左 右の下顎頭外形の最高部

　Ago(Antigonial　 Notch):左 右の前下顎角隆起

の外下縁の点

　Mo:上 顎左右側第一大臼歯中央窩

　ML:CG(篩 骨鶏冠頸部)を 通 り,　LoとLo'

とを結んだ線 に垂直な直線

　各項目について計測 を3回 行い,計 測値 として

る こ と を 目的 と した。

1.研 究 対 象

　奥羽大学歯学部附属病院矯正歯科に来科 し,骨

格性下顎前突症 と診断された顎変形症患者から次

の基準で本研究の対象症例を抽出 した。初診時開

咬を呈 さず,当 科 において骨格性下顎前突症 と診

断され,オ トガイは5.0mm以 上偏位(平 均7.0±

1.7mm)し,片 側性 クロスバ イ トを呈 している

症例の中か ら資料の整 っている14症 例(男 性4

名,女 性10名,平 均 年 齢19.1±3.7歳,平 均

ANB=-4.3±3.0°)と 対照群 として初診時開咬を

呈 さず,当 科 において骨格性下顎前突症 と診断さ

れ,非 対称が認め られず,ト ータルクロスバ イ ト

を呈 してい る症例 の中か ら資料の整 っている11

症例(男 性6名,女 性5名,平 均年齢20.5±3.4歳,

平均ANB=-5.8±2.3°)の 初診時頭部X線 規格

写真(正 面 ・側面 ・軸位)と 平行模型 を用いて分

析を行った(表1)。

　 なお,資 料を選出するに際し測定する犬歯から

第一大臼歯の間に叢生がなく欠損および補綴処置

等による歯軸への影響が少ないものであることを

条件に加 えた。

　 2.計 測 装 置

　上下顎口腔模型のデータ化に非接触型三次元計

測 装 置VIVID910(kONICA　 MINOLTA社 製)

を用いた。模型か らスキ ャナーの位置 を900mm

に設定 し,レ ンズはTeleレ ンズを用いた。　Table

scanシ ステムを用い,回 転 テーブル に設置 され

た上下顎口腔模型を90°ずつ回転 させ計4回 のス

キャンで歯列模型全体 を撮影 した。一度のスキャ

ンで640×480個 のデータが採得 され,こ のポ リ

ゴ ンデ ー タはPolygon　 Editting　Tool(kONICA

MINOLTA社 製)を 用 いて立 体構 築 し,　Rapid

form　2006(INUS　 Technology　 Inc.　Seoul,　south

Korea;以 下RF6と 略す)で 解析 を行った。

　上下顎犬歯から第一大臼歯の頬側歯頚部最深点

から歯槽部に引いた接線が基準平面(上 下顎中切

歯舌側歯間乳頭 と左右側第一大臼歯舌側歯頚部最

深点を通る平面)と なす角をそれぞれの歯槽部傾

斜度として計測を行った2～6)(図2,3)。



分析 を行った。

　 1.頭 部X線 規 格 写 真 に お け る計 測 値

　 対 称 性 下 顎 前 突 症 群 で は 左 右 側 の 各 計 測 値 に お

い て有 意 な差 は 認 め られ な か っ た 。

　 非 対 称 性 下 顎 前 突 症 群 に お い て 非 偏 位 側Cd-

AgoとMe-Agoで は 偏 位 側Cd'-Ago'とMe'

-Agoよ り有 意 に大 きな値 を示 し ,非 偏 位 側ML/

Agoは 偏 位 側ML'/Ago'よ り有 意 に 小 さ な値 を

示 した 。 ま た,非 偏 位 側Interspinosum　 axis∠

CD-Mand　 D.　M.で は 偏 位 側Interspinosum

axis'∠CD'-Mand　 D.　M.よ り有 意 に 大 き な値

を示 した(p<0.01)。

　 対 称 群 と非 対 称 群 の 比 較 で は,ML/Agoで 対

称 群 が,ML/Meで 非 対 称 群 が 有 意 に 大 き な値

を 示 し(p<0.01),Interspinosum　 axis'∠CD'

-Mand　 D .　Mで は 対 称 群 が 大 き な 値 を 示 し た

平均値を使用 した。

　計測はすべて著者の うち特定の一人が行った。

　 4.統 計

　統計には統計解析 ソフ トウェア(spsS　 19.OJ,

sPss,　Tokyo,　Japan)を 使用 した。

　頭部X線 規格写真(正 面 ・軸位)に おいて対称

群の左右側および非対称群の偏位側非偏位側の間

でWilcoxon　 t-testを,対 称群 と非対称群 の各計

測値の間でMann-Whitney　 U-testを 行った。

　対称群における左右側の歯槽部傾斜度の間およ

び非対称群における非偏位側 と偏位側の歯槽部傾

斜度の間でWilcoxon　 t-test,非 偏位側および偏

位側における対称群 と非対称群の歯槽部傾斜度の

間でMann-Whitney　 U-testを 行った。なお,対

称群における左右側歯槽部傾斜度に有意な差が認

め られなかったため対称群の値 には左右側の平均

値 を用いた。また,上 下顎歯槽部傾斜度 と初診時

の頭部エ ックス線規格写真分析結果との間で相関



　 また,下 顎犬歯(p<0.01),第 一小臼歯,第 二

小 臼歯部歯槽部傾斜度において偏位側 に比べ非偏

位側で有意に小 さかった(p<0.05)(表4)。

　 4.非 偏位側における対称群 と非対称群の歯槽

部傾斜度の比較

　非偏位側では上顎第二小臼歯部歯槽部傾斜度で

非 対 称 群 に比 べ 対称 群 で 有 意 に小 さか っ た

(p<0.01)(表5)。

(p<0.05)(表2)。

　 2.対 称群における左右側歯槽部傾斜度の比較

　対称性下顎前突症群では,左 右側の上下顎歯槽

部傾斜度 に有意な差 は認められなかった(表3)。

　 3.非 対称群における非偏位側 と偏位側の歯槽

部傾斜度の比較

　非対称性下顎前突症群では,上 顎第二小臼歯,

第一大臼歯部歯槽部傾斜度で偏位側に比べ非偏位

側で有意に大きかった(p<0.01)。



くなり,逆 被蓋 をとらざるを得なくなると考察 し

ている。一方,顔 面非対称症例ではオ トガイの側

方的偏位 に伴い,上 顎偏位側臼歯 は頬側傾斜を,

下顎偏位側臼歯は舌側傾斜を示 し,顎 角部は外側

および上方に位置するといった一般的特徴は本研

究でも認め られた(表2)。

　非対称群における非偏位側と偏位側の歯槽部傾

斜度の比較において,上 顎第二小臼歯,第 一大臼

歯,下 顎犬歯,第 一,第 二小臼歯で有意差がみ ら

れた(表4)。 上顎第二小臼歯,第 一大臼歯は非

偏位側より偏位側で角度が小さく,頬 側傾斜 を示

した。上顎第一小臼歯は有意差が出なかったもの

の非偏位側 より偏位側の角度が小 さく出ており,

統計学的な差は無かったものの,同 様の傾向が認

められた。下顎犬歯,第 一,第 二小臼歯は非偏位

側より偏位側で角度が大 きく,舌 側傾斜を示 した。

下顎第一大臼歯 は有意差が出なかった ものの,非

偏位側 より偏位側 の傾斜度が大 きく,同 様の傾向

が認め られた。阿部 ら4)は,偏 位側の下顎臼歯部

と非偏位側の上顎臼歯部への頬圧,偏 位側の上顎

臼歯部 と非偏位側の下顎臼歯部への舌圧に加 え,

この水平的関係 に起因する咬合圧分布の影響につ

いても示唆 している。本研究において も,口 腔周

囲筋圧の影響に加え咬合圧が影響 しているものと

考えられた。

　非偏位側における対称群と非対称群の歯槽部傾

斜度の比較において,上 顎第二小臼歯に有意差が

み られた(表5)。 統計学的有意差がみ られなかっ

たものの,上 顎 は対称群 と比べ非対称群で傾斜度

が大 きく舌側傾斜を示 し,下 顎は傾斜角が小さく

頬側傾斜を示 した。

　偏位側 における対称群 と非対称群の歯槽部傾斜

　 5.偏 位側における対称群 と非対称群の歯槽部

傾斜度の比較

　偏位側では下顎第一小臼歯,第 二小臼歯,第 一

大臼歯部歯槽部傾斜度で対称群に比べ非対称群で

有意に大きかった(p<0.05)(表6)。

　 6.頭 部X線 規格写真計測項 目と歯槽部傾斜度

の相関

　Mo'/Lo-Lo'と 非偏位側上顎第一大臼歯部歯

槽傾斜度の間で負の相関が認め られた(r=-0.60)。

　Ago/Lo-Lo'と 偏位側下顎第二小臼歯部歯槽

傾斜度の間で正の相関が認められた(r=0.61)。

　Me'-Ago'と 非偏位側下顎第二小臼歯部歯槽

傾斜度の間で正の相関が認め られ(r=0.68),偏

位側下顎第一大臼歯部歯槽傾斜度の間で負の相関

が認められた(r=-0.74)。

　ML-Agoと 非偏位側上顎犬歯部歯槽傾斜度の

間で負の相関が認め られた(r=-0.70)。

Interspinosum　 axis∠Cd'-Mand　 D.　M.と 非偏

位側上顎第二小臼歯,下 顎第一小臼歯歯槽傾斜度

の間で負の相関が認められ た(r=-0.70,-0.64)

(表7)。

　下顎前突を伴 う顎変形症患者においては骨格性

不調和を補償する臼歯部の歯性の補償 として,前

頭面では上顎臼歯の頬側傾斜 と下顎臼歯の舌側傾

斜が認められる。佐藤 ら2)は,術 前治療前後の平

行模型 を計測 し上下顎第一大臼歯は相互に頬舌的

にある程度の角度を保 ったまま,上 顎は頬側に,

下顎は舌側に傾斜す ることで上下顎基底骨幅径差

の減少に対応 しており,あ る幅径差を超 えたとこ

ろで,基 底骨の幅径差を歯軸関係では補償できな
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度の比較において,下 顎第一,第 二小臼歯,第 一

大臼歯のみ有意差がみ られ,上 顎ではいずれも有

意差がみ られなかった(表6)。 しかし上顎にお

いて有意差がみられなかったものの,対 称群 より

も非対称群で傾斜度が小 さく頬側傾斜を示 した。

　バクシネータメカニズムに代表 されるように,

歯列とそれを取 り巻 く筋圧の関連性は過去に数多

く報告 されており10～15),歯軸のバ ランスに口腔内

を取 り巻 く筋圧が影響することが示 されている。

Takadaら12)は,偏 位 に伴 う頬,舌 圧 を歯牙で補

償 してることを報告 しており14),これ らの研究結

果と一致する。

　今後は,動 的治療後のdecompensationお よび

治療後の後戻 りについても検討を行っていく予定

である。

　下顎の非対称性 をともなう骨格性下顎前突症患

者の骨格形態 と上下顎歯槽部形態の比較を行い以

下の結論を得た。

　骨格の非対称性は上下顎歯槽部に補償を生 じさ

せることにより,咬 合 のバ ランスを保っているこ

とが示唆された。
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